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PRESS RELEASE  2023/10/18

大学院水産科学研究院が株式会社北三陸ファクトリーと連携協定を締結 
～持続可能な水産業の構築への貢献に期待～ 

【概要】 
北海道大学大学院水産科学研究院（以下、水産科学研究院）と岩手県九戸郡洋野町を拠点とする株

式会社北三陸ファクトリー（以下、KSF）は、2023 年 10 月 26 日（木）に連携協定を締結すること
となりました。 
本協定は、日本各地及び世界各地における磯焼け対策としてのウニ養殖並びに藻場再生技術の実用

化に向けて、水産科学研究院が学術的知見を、KSFが社会実装試験等の作業を担い、協働して活動を
推進することで、磯焼け対策に必要な研究開発及び実用化に向けた社会実装試験を行うことを目的と
します。 
なお、本連携協定の調印式を同日に行います。詳細は p.2をご覧ください。 

【協定締結に至った経緯】 
水生生物の繁栄に無くてはならない海藻群落「藻場」が衰退してしまう「磯焼け」が沿岸の環境問

題になっています。磯焼けの要因として考えられるものの一つに、地球温暖化等によって生息数が増
えたウニが海藻類を食べ尽くしてしまう食害があります。食害による磯焼けの対策としては、増えて
しまったウニを駆除する方法がありますが、磯焼け海域のウニは実入りが悪く、商品価値が無いため
放置され、磯焼け海域の拡大を招くことが問題になっています。 
水産科学研究院と KSF の連携は、洋野町でも磯焼けが拡大し始めたことから、株式会社ひろの屋

の代表取締役である下苧坪之典氏から、ウニ養殖技術の知見を持つ水産科学研究院の浦 和寛准教授
へ水産業振興の支援を依頼したのがきっかけで始まりました。その後、株式会社ひろの屋は、KSFを
戦略的子会社として設立し、KSFと浦准教授との共同研究による「ウニ再生養殖事業」を進め、現在
に至っています。 
協定締結後は日本各地において藻場再生を含めた沿岸漁業の再生技術の普及活動を推進して参り

ます。また、KSFがオーストラリアに 2023年に子会社を設置したことから、KSFをハブとして海外
への波及効果も期待されています。 

【連携の内容】 
（１）各種ウニの養殖技術開発に関すること
（２）藻場再生技術に関すること
（３）（１）及び（２）の実施に伴う社会・産業振興及び教育人材育成に関すること
（４）その他目的達成に資すること

【協定の有効期限】 
2023年 10 月 26日～2024年 3月 31日 
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調印式 
日 時 2023年 10月 26日（木）15時 00分～16時 00分（受付：14時 30分から） 
場 所 北海道大学函館キャンパス 管理研究棟 6階大会議室（函館市港町 3丁目 1－1） 
出席者 都木靖彰（北海道大学大学院水産科学研究院長） 

下苧坪之典（株式会社北三陸ファクトリー代表取締役・最高経営責任者） 
取 材 取材を希望される場合は、10月 24 日（火）16 時 00分までに所属、氏名、連絡先を明記の

上、下記「お問い合わせ先」担当宛てメールにてご連絡ください。 
 
お問い合わせ先 
北海道大学大学院水産科学研究院地域水産業共創センター 特定専門職員 今村聖祐（いまむらまさひろ） 
ＴＥＬ 0138-40-5565  メール kyousou@fish.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://www2.fish.hokudai.ac.jp/ 

配信元 
北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  


